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。
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認
パ
め
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れ
る
程
度
で
あ
る
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か
る
木
地
慮
は

ト
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・
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ナ
左
ど
の
原
木

を
伐
保
し
て
し
ま
う
と
、

新
た
左
原
木
を
求
め
て
移
動
す
る
の
を
常
と
し
て
い

だ
。
し
か
し
、

江
戸
中
期
頃
に
之
官
る
と
、

与
一
〈
の
木
地
震
は
山
中
代
古
着
を
開

始
し
、
そ
の
一
部
は
震
業
に
従
事
?
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も
の
も
出
現
し
だ
し
た
c
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今中
田に
は定
着

ム
ラ
ヅ
ク
リ
を
実
施
し
み
九
も
の
を
木
地
屋
集
落
と
名

と
の
よ
う
左
木
地
屋
集
落
の
変
貌
を
、

木
地
崖
に
関
し
て

は
唯
一
全
国
的
な
今
析
が
可
能
左
氏
子
狩
慢
を
通
し
て
、

検
討
を
な
こ
な
う
。
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子
狩
憾
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概
略
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英、氏
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f言と
ヶ i土
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ヒ
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一
般
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全
国
の
木
地
患
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根
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と
称
さ
れ
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い
る
近
江
の
蛭

(
滋
賀
県
永
源
寺
町
)
か
ら

各
池
の
山
中
に
分
散
し
て
い

る
木
地
屋
の
問
を
順
々
に
巡
回
し
左
が
ら
連
絡
を
と
る
制
変
で
あ
る
。
そ
の
時

の
巡
回
者
・
巡
回
先
左
ど
を
記
録
し
た
の
が
氏
子
狩
帳
と
い
わ
れ
て
い
る
も
の
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よ
り
〕

で
あ
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o

佐
、
介
の
場
合
、

ζ

れ
を
蛭
火
口

氏
子
狩
帳
と
よ
び
、

君
ヶ
畑
の
も
の
を

君
ヶ
畑
氏
子
狩
棋
と
称
す
る
の
で
あ
る
。
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姪
谷
氏
子
狩
帳
は

残
念
左
が
ら
そ

の
前
半
部
が
欠
如
し
て
い
る
。
従
っ
て

氏
子
日
付
が
開
始
さ
れ
た
年
代
は
明
確
で

-21ー

は
左
い
が

現
存
す
る
最
古
の
も
の
は

正
保
四
年

(
一
六
回
七
)

で
あ
る
。
ま

た
最
後
の
巡
回
は

明
治
二
六
年
(

八
九
一
一
一
)

二

O
O年
以
上
忙
も
及

仁

ん
で
い
る
。

こ
の
期
間
中
に

間
隔
は

一
{
疋
し
て
い
左
い
が

三
四
国
に
も
及

ぶ
氏
子
巡
峰
が
実
施
さ
れ
て
い
る
。

方
、
君
ク
畑
氏
子
狩
帳
も
、
前
半
部
が
消
失

し
て
な
り
判
明
し
な
い
が
、
一
疋
様
七
年
(
一

六
九
四
)
か
ら
明
治
六
年
(
一
八
七
三
)

ま
で
の
も
の
が
残
存
し
て
い
る
。
こ
れ

は
、
同
年
次
に
実
施
さ
れ
た
氏
子
巡
回



が
地
域
別

K
数
冊

K
分
け
て
綴
ら
れ
る
場
合
が
多
い
か
ら
で
あ
る
。
以
下

k
b

い
て
は
、
氏
子
狩
帳
の
特
色
を
よ
り
明
確
に
す
る
た
め
、
両
氏
子
狩
帳
の
記
載

例
の
検
討
を
な
こ
念
う
。

蛭
谷
・
君
グ
畑
の
両
氏
子
狩
帳
は

記
載
形
式
が
多
少
異
左
っ
て
い
る
。
蛭

谷
氏
子
狩
帳
で
は
、
多
く
の
場
合
、

そ
の
表
紙
に
標
題
と
し
て
、

氏
子
駈
・
奉

加
帳
念
ど
と
書
き
、

そ
の
裏
に
は
一
部
を
除
き
、

巡
回
寄
進
の
大
義
名
分
の
口

上
が
史
料
一
の
よ
う
な
形
式
で
記
し
て
あ
っ
た
。
次
に
、

う
ち
子
か
わ
ノ
(
氏
子

狩

-
ゑ
不
し
き
(
烏
帽
子
着
)

途
)
の
合
計
四
種
類
の
寄
進
料
が
記
載
さ
れ
て
い
た
。
以
上
の
表
紙
に
続
い
て
、

-
く
わ
ん
と
(
官
途
)

-
左
越
し
と
(
直
衣

い
わ
ば
本
文
と
も
い
う
べ
き
も
の
が
あ
る
。
蛭
谷
氏
子
狩
帳
の
記
載
例
は
、

料
こ
の
よ
う
左
形
式
で
あ
る
。

す
左
わ
ち
、
最
初

K
木
地
屋
の
ム
ラ
の
名
称
を

一不し、

寄
進
し
た
金
額
・
寄
進
の
種
別
・
寄
進
者
の
名
前
と
い
う
順
序
で
列
挙

戸
却
で

し
て
い
る
。

ζ

の
史
料
二

K
み
ら
れ
る
勘
左
衛
門
と
い
う
木
地
震
は
、

あ
り
、

四
分
の
氏
子
狩
を
寄
進
し
て
い
る
。

つ
ま
り
、
家
族
数
が
こ
名
で
あ
る

と
と
が
判
明
す
る
。
同
様

κ、
喜
左
衛
門
家
も
、

家
族
数
は
二
名
で
あ
る
。

の
本
文

K
続
い
て
、

最
後

K
は
奥
書
が
あ
り
、

そ
こ
に
は
、

全
国
を
巡
回
し
た

巡
回
人
の
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前
と
そ
の
期
聞
が
記
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
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と
の
よ
う
左
奥
書

が
あ
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の
は
若
干
で
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の
場
合
奥
書
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し
て
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左
い
。
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対
し
て
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ヶ
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子
狩
帳
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、
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様
に
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・
本
文
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奥
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う
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で
一
般
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成
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れ
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た
。
前
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の
蛭
谷
氏
子
帳
は
、
筒
井
正

八
幡
宮
の
み
を
そ
の
主
管
と
し
て
、

全
国
の
木
地
屋

K
巡
回
し
た
も
の
で
あ
っ

た
。
従
っ
て
史
料
一

K
み
ら
れ
る
如
〈
、

口
上
は
、
筒
井
正
八
幡
宮
の
破
損

修
理
と
い
う
形
式
を
と
る
場
合
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、

君
ヶ
畑
側

の
も
の
は
、

そ
の
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回
の
主
管
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統
が
君
ヶ
畑
の
神
主
・
金
竜
寺
な
ど
K
A
A
か

れ
て
い
る
と
い
う
特
色
が
あ
っ
た
。

ζ

の
点
の
み
が
、

-P
、
形
式
上
、
他
の
点
で
は
大
差
が
念
か
っ
た
。

二
、
一
戸
数
変
化
よ
り
み
た
木
地
墨
集
落
の
変
貌

史
料
こ
か
ら
判
明
す
る
如
〈
、

氏
子
狩
帳
で
は
、

前
者
と
異
左
る
点
で
あ

氏
子
巡
回
が
実
施
さ
れ
た

場
合
、

そ
の
一
戸
主
名
が
寄
進
先
と
と
も

K
記
載
さ
れ
て
い
た
。
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の
結
果
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の
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け
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o
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狩
榔
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史
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に
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を
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狩
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う
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寄
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の
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て
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狩
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国
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師
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。
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四

一
九
二
七
、
同
著
『
土
地
及
び
粟
落
史
上
の
諸
問
題
』
河
出
書
房
、

三

O
六

1
三
五
八
頁
に
再
録

杉
本
寿
『
木
地
師
支
配
制
度
の
研
究
』
ミ
ネ
ル
ヴ
ア
書
房
、

(8) 三
八

九
七

橋
本
鉄
男
『
木
地
塵
の
移
住
史

一
九
七
o

第
一
分
冊
君
ゲ
畑
氏
子
狩
帳
』
民
俗
文

イヒ (9) 
研
究
会

QO) 

前
掲
山
間
な
よ
び
聞
を
参
照

氏
子
狩
帳
の
他
の
記
載
例
よ
り
推
定
し
た
。

日1)

一
年
単
位
で
氏
子
巡
回
が
終
了
し
て
い
左
い
点
で
同
年

次
の
巡
回

K
同
じ
場
所
が
再
度
巡
回
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
あ
る
の
で
、
割
愛
し
た
。

Q2) 

蛭
谷
氏
子
狩
は
、

U3) 

明
治
五
年
の
君
ケ
畑
氏
子
狩
帳
は
、

合
計
三
冊
存
在
し
た
ら
し
い
が
、

現

存
す
る
も
の
は
二
冊
の
み
で
あ
る
。
前
掲
問
、
二
八

1
七
九
頁
参
照

U4) 

ζ

の
点

K
関
し
て
は
、
木
地
屋
の
ム
ラ
の
起
源
も
含
め
て
、

氏
子
狩
帳
だ

け
で
は
な
く
、
今
後
の
史
料
か
ら
も
検
討
し
て
い
き
た
い
と
考
え
る
。

-26ー

任司

地
点
あ
る
い
は
場
所
と
し
た
方
が
よ
い
場
合
も
あ
る
が

と
ζ

で
は
、
多

〈
の
場
合
、

ム
ラ
と
し
て
統
一
し
て
な
い
た
。

在日

い
つ
ご
ろ
か
ら
木
地
屋
に
対
し
て
小
椋
姓
が
一
般
的

K
使
わ
れ
る
よ
う

K

在
っ
た
か
は
不
明
で
あ
る
。

ま
た
麻
生
木
地
山

K
木
地
屋
が
左
ぜ
と
の
時
期

K

原
木
を
伐
り
尽
し
た
の
が
最
大
の
原

い
な
く
な
っ
た
か
も
不
明
で
あ
る
。
が
、

因
で
あ
ろ
う
と
な
も
わ
れ
る
。

。司

前
掲
削
、

八

頁

白骨

同
様
の
主
旨
で
、

以
下
の
口
頭
発
表
を
な
こ
左
っ
た
。

「
氏
子
狩
帳
か
ら

み
た
木
地
屋
集
落
の
変
貌
(
第
一
一
報
)
!
東
北
地
方
の
場
合
1
」
昭
和
五
二
年

度
目
本
地
理
教
育
学
会
大
会
(
於
京
都
教
育
大
学
)
、

「
氏
子
狩
帳
か
ら
み
た

木
地
屋
集
落
の
変
貌
(
3
)
l
四
国
の
場
合
1
1
」

一
九
七
七
年
度
人
文
地
理
学
会

九

大
会
(
於
大
阪
市
立
大
学
)




